
2019年度活動報告及び次年度以降の活動について

第２回 水道施設情報整備促進事業委員会
資料３



１．水道施設情報整備促進事業委員会

 水道施設情報整備促進事業委員会の第一回を９月に開催致しました
 水道標準プラットフォーム事業の概要説明、標準仕様改定に係るご提

案、2020年度以降の標準仕様書の管理・事業委員会案のご説明の後、
フリーディスカッションを行いました。

経済産業省 水道施設情報整備促進事業
第１回 水道施設情報整備促進事業委員会

＜日時・場所＞
2019年9月17日（火）14:00～16:00
都道府県会館 410会議室

＜委員⾧（敬称略）＞
東洋大学 大学院 経営学研究科
客員教授 （名誉教授）石井 晴夫

＜議事＞
（１）水道標準プラットフォームに係る

事業概要
（２）標準仕様書Ver2.0のVer3.0への改定

に係る提案
（３） 2020年度以降の標準仕様書の管理・

事業委員会活動について
（４） フリーディスカッション

委員・オブザーバー（敬称略）
＜委員＞
電気通信大学 教授 新 誠一
東京都市大学 教授 ⾧岡 裕
早稲田大学 准教授 佐藤 裕弥
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会 菅又 久直
八戸圏域水道企業団 古川 勲
大阪市水道局 西田 壮一
大津市企業局 奥野 誠
京都市上下水道局 藤井 啓祐
⾧野県企業局 関 一規
奈良市企業局 中川 学
株式会社クボタ 末吉 康則
株式会社パスコ 北川 正巳
三菱電機株式会社 川田 卓嗣
メタウォーター株式会社 下畑 隆二
横河ソリューションサービス株式会社 田中 克知
公益財団法人水道技術研究センター 清塚 雅彦
公益社団法人日本水道協会 師岡 悟
全国簡易水道協議会 小平 鉄雄
＜オブザーバー＞
独立行政法人情報処理推進機構 片岡 晃
＜厚生労働省＞
医薬・生活衛生局 水道課
＜経済産業省＞
商務情報政策局 情報産業課1



２．水道事業体ワーキンググループ

 水道事業者様を対象に水道事業体ワーキンググループを全２回開催。
 水道標準プラットフォームの普及・開発状況のご説明、水道事業者様

のプラットフォーム導入の検討事例ご紹介などを行うとともに、水道
標準プラットフォームに対する事業者様のご意見・ご要望などを頂き
ました。
経済産業省 水道施設情報整備促進事業
第１回 水道事業体ワーキンググループ

＜日時・場所＞
2019年10月4日（金）14:00～16:10
都道府県会館 410会議室

＜議事＞
（１）水道標準プラットフォームに係る

事業概要
（２）先行事例の紹介
（３）水道情報活用システムの導入等に向けた

取り組みについて
（４）フリーディスカッション

＜委員・オブザーバ（敬称略）＞
水道事業体（１６事業体）
公益財団法人水道技術研究センター
公益社団法人日本水道協会
全国簡易水道協会
厚生労働省 医薬・生活衛生局 水道課
経済産業省 商務情報政策局 情報産業課

経済産業省 水道施設情報整備促進事業
第２回 水道事業体ワーキンググループ

＜日時・場所＞
2019年12月17日（火）14:00～16:00
海運クラブ Room303

＜議事＞
（１）前回水道事業体WGの振り返り
（２）水道標準プラットフォーム説明会・個別相談会

実施報告
（３）水道情報プラットフォームの開発状況報告
（４）水道標準プラットフォームの普及等状況報告
（５）水道事業体における検討状況の紹介
（６）フリーディスカッション

＜委員・オブザーバ（敬称略）＞
第１回と同じ
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３．ベンダー様との連携

 ベンダー様の水道標準プラットフォームへのご理解を深めていただく
ことを目的に、ベンダー様を対象とした説明会を全４回実施させて頂
きました。

 説明会へのご参加、個別のお問い合わせなどを通じて計３９社のベン
ダー様へ水道標準プラットフォームのご説明をさせて頂きました。

No 開催日 主な議題 出席者（敬称略）

１ 2019/7/22  水道標準プラットフォーム事業の概要説明
 プラットフォームの開発内容説明 ベンダー（２０社）

２ 2019/10/11
 委員会・WG活動のご説明
 標準仕様改定のご説明
 サブワーキンググループ開催のご案内

ベンダー（２８社）
厚生労働省
経済産業省

３ 2019/11/13 同上（関西地区での開催） ベンダー（１６社）
水道技術研究センター

４ 2019/12/26  標準仕様改定の内容説明と意見交換
 その他連絡事項

ベンダー（３０社）
厚生労働省
水道技術研究センター
経済産業省
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４．全国説明会

開催日 開催地 説明会
出席者

説明会
欠席者

説明会
出席事業者

説明会
欠席事業者

相談会
出席事業者

10月21日（月） 札幌 9 0 6 0 2

10月16日（水） 仙台 7 9 5 5（※） 5

10月25日（金） 東京 26 2 19 1 9

10月24日（木） 名古屋 27 3 21 0 10

10月29日（火） 大阪 71 2 39 0 21

10月30日（水） 広島 22 1 14 0 5

10月28日（月） 福岡 24 0 12 0 8

合計 186 17 116 6 60

 普及活動の一環として、水道事業者様を対象に、全国７か所で水道標
準プラットフォームの概要説明と個別相談会を実施致しました。

 １１６の事業者様にご参加頂き、うち６０事業者様に個別相談会へも
ご参加頂きました。

※台風１９号の対応の影響で欠席された事業者様であり、別途追加対応を行わせて頂きました。
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５．サブワーキンググループ

 水道事業者様やベンダー様の多様なニーズにこたえるため、テーマ別
にサブワーキンググループを設置致しました。

 現在、実施中のものを含め６つのテーマでの活動を予定しており、水
道標準プラットフォームをより良いものとできるよう来年度以降も継
続して取り組んでまいります。

◆SWG1（マッピングシステム関係）➡第４回まで開催
→マッピングシステムの「データ移行」・「データ流通」に関してプラットフォームでの実装内容を、事業者広域連携時のシステム連携を想定して整理をするもの

◆SWG2（料金・会計システム関係)➡開催準備中
→料金・会計システムの「データ移行」・「データ流通」に関してプラットフォームでの実装内容を、事業者広域連携時のシステム連携を想定して整理をするもの

◆SWG3（統合・先進アプリ関係）➡開催準備中
→ベンダー様の既存アプリケーションにはないものの提供を検討するもの（ベンダー様同士の連携や事業者とのマッチングも予定）

◆SWG4（コンサルタント関係）
→事業者様のプラットフォームの検討に関するご支援を水道関係のコンサル様とともに推進するもの

◆SWG5（IOT-GW関係）➡第２回まで開催
→IoT-GWの開発・試験での連携検討するもの

◆SWG6（プラットフォーム活用）
→プラットフォームの活用について意見交換 個別の対応をベースに実施、ネットワークなどの関係調整含む
→標準仕様全体に関する会議
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６．プラットフォーム開発

 ２月からデモ環境の提供を開始し、デモ環境設定済レンタルPCを期間
限定無償貸し出しも開始致しました。

 簡易台帳アプリケーションのデモ提供も開始致しました。
 アプリケーションベンダー様との連携も進めており、デモ環境にはア

プリケーション提供予定ベンダーとして、７社様を先行して記載させ
て頂いております。

【デモ画面記載のアプリケーション提供予定ベンダー様（敬称略、順不同）】
東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社、日本電気株式会社、
株式会社パスコ、株式会社BSNアイネット、株式会社明電舎、株式会社安川電機、
横河ソリューションサービス株式会社
※提供開始時期については別途決定してまいります。6



７．２０２０年度以降の活動体制（案）

 次年度以降も透明性・公平性・中立性を保持した活動を進めてまいり
ます。具体的には、WGとSIG（今年度のSWGに準ずる活動）を中心
に、水道事業者様やベンダー様のご意見・ご要望を取り纏め、水道標
準プラットフォームをより良いものにしていきたいと考えております。

 これら活動においては、次年度以降も引き続き、厚生労働省様、経済
産業省様にも、ご支援・ご助言頂くことで、透明性・公平性・中立性
の保持を担保してまいりたいと考えております。

水道情報活用システム標
準仕様研究会
（研究会）

JECC

水道事業者

ベンダー

経済産業省厚生労働省

標準仕様
改定要望

各WGの
目的に合
わせて
適宜参加

水道情報活用システム標準
仕様審査委員会
（審査委員会）

改定審議依頼

オブザーバ
参加

※2019年度のSWGのように特定のテーマを設定する活動としてSIG（Special Interest Group)を適宜設置したいと考えております。

助言

事業者WG
ベンダーWG
SIG（※）
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８．ワーキンググループ活動のイメージ

 次年度以降のワーキンググループは、事業者WG、ベンダーWG、SIG
の３つを中心とした活動を中心に考えております。

 事業者WG、ベンダーWGで水道標準PFに対するご意見・ご要望を広
く頂戴し、これらWG等で挙がった集中的に議論すべきテーマをSIG
で取り扱うことを想定しております。

事業者WG

ベンダWG

水道事業者様からの水道標準PFのサービスに対するご意
見・ご要望を広く頂戴することを目的に年2回程度の定期
開催を想定しております。

SIG

水道ベンダー様から技術面を中心とした標準仕様等、水道
標準PFに対するご意見・ご要望を頂戴することを目的に、
必要に応じて適宜開催することを想定しております。

事業者WG、ベンダWG等で挙がった集中的に議論すべき
テーマを取り扱います。テーマに応じて、水道事業者様、
ベンダー様にご参加頂くことを想定しております。

集中的に議論すべきテーマなどあれば、必要に応じSIGを設置
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９. 活動スケジュール予定
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＃ 活動内容 2020/１Q 2020/2Q 2020/3Q 2020/4Q

A 水道情報活用
システム標準仕様
審査委員会

B 水道情報活用
システム標準仕様

研究会

C 個別の活動
（事業者WG）

D 個別の活動
（ベンダーWG)

E SIG

Ｆ その他普及活動

標準仕様の保管・公表/標準仕様の改定・改定結果の公表準備

公表公表

WGWG

水道標準PFのサービスに対するご意見・ご要望を広く頂戴（年２回程度の開催）

各ベンダー様との連携・活動 【適宜開催】

各事業者WG、ベンダWG等から挙がった
集中的に議論すべきテーマに合わせ適宜開催

関係団体様と連携した普及活動
水道業界での会合における発表、業界紙を活用した広報などを想定

審査 審査

研究会から申請された標準仕様改定（案）をＪＷＲＣ審査委員会で審査


